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 要  旨 
 
本研究では、輪郭抽出処理をソフトウェアによりシミュレーションを行い、抽
出結果の画像を用いてその精度について検証を行う。画像形式としては取り扱い
が容易なビットマップ(BMP)形式を用いる。また、画像はカラー画像を用い、画
像より得られた得られたRGB空間からYIQ表色系とHSL空間を得て、それらのデー
タを用いて抽出を行うものとする。 
従来の輪郭抽出手法[1]では一般的に用いられる輪郭抽出手法に比べ、抽出さ
れていなかった輪郭線の補完、本来は輪郭ではない輪郭線の軽減、などの点にお
いて良好な結果を示している。その手法として、輪郭抽出を行うフィルタに関し
てはよく用いられるラプラシアンフィルタを用い、そのフィルタに画像をぼかす
関数を追加したものを用いている。そして、フィルタによる出力値を多値化して
扱うことで更なる処理を行い、欠損されていた輪郭線を取り出す手法である。 
本研究では、従来の手法の高い輪郭抽出精度を損なうことなく、より良い輪郭
線の抽出を目的として抽出法の検証を行った。なお、輪郭抽出処理はあくまで何
らかの画像処理全体における前処理であるため、輪郭線の精度は抽出結果が後に
どのような使われ方をするかに依存するが、本研究では取り敢えずの指針として
領域抽出となるような、人間の知覚が判断する輪郭線の抽出を目標とした。 
検証の結果、フィルタの出力値を多値化するときに、正負について対象に定め
られていた閾値を各々独立させることにより、フィルタの形状を小さくしても輪
郭線の精度を損なわないで抽出できることを確認した[2]。フィルタの形状を小
さくすることにより、ハードウェア化する場合には演算量の減少による利点を考
慮できる。 
また、処理対象の画像から更に色情報を用い、それに対して同様に輪郭抽出を
行い、更なる輪郭線の抽出を目指した。検証の結果、適応できる画像が限られ、
また従来の処理よりも演算量は増してしまうものの、適応できた場合には抽出し
きれなかった輪郭線を補完できることを確認した。 
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